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実施計画事業以外の事業 〇

令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 高齢者生活支援事業 担当部 福祉部

事業期間 平成１４年度 ～ 令和６年度以降 担当課 地域包括ケア推進課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

9
展開
方向

4 担当係 長寿福祉係

目 1 大 3 中 1予算区分 一般会計 款 3 項 2

対象
（何･誰を対象

に）

在宅の65歳以上のひとり暮らし高齢者、65歳以上の高齢者のみの世帯、
介護保険要介護者

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

◆令和３年度実施内容及び実績
〇外出支援サービス
　要介護3以上の方にリフト付タクシーの利用料の助成を行った。
　助成内容…利用者の負担は、タクシー基本利用分にかかる料金の1割（一定以上所得者は２割または３割）
　●令和３年度利用者数：222人
〇食の自立支援事業
　65歳以上のひとり暮らしの高齢者及び65歳以上の高齢者のみの世帯の方に栄養バランスのとれた弁当を配達するととも
に安否確認を行った。
　※弁当の調理、配達、安否確認などを民間の事業者へ委託
　●令和３年度利用者数：372人
〇訪問理美容サービス
　要介護3以上の方に出張理美容サービスを行った。
　●令和３年度利用者数：129人
〇寝具乾燥クリーニング
　ひとり暮らし高齢者又は要介護3以上の高齢者の方又は世帯全員が要支援・要介護認定を有する方に寝具の乾燥クリーニ
ングを年4回行った。
　●令和３年度利用者数：97人
〇軽度生活援助サービス
　高齢者世帯に庭の手入れ等の軽易な日常生活上の援助を行った。
　●令和３年度利用者数：132人
〇老人日常生活用具給付
　ひとり暮らし高齢者に、電磁調理器を給付し、日常生活の援助を行った。
　●令和３年度利用者数：5人
〇高齢者等健康診断書料助成金
　介護サービスを利用する際に必要な健康診断書料の一部を助成し、高齢者や家族を支援した。
　●令和３年度交付実績：17件
〇成年後見市長申立手続費用
　判断能力が十分でない認知症高齢者の方について、成年後見制度の活用により、高齢者や家族を支援した。
　●令和３年度交付実績：1件

◆直接経費（令和３年度決算額）
　委託料　　39,933千円
　その他　 　  923千円
◆直接経費（令和４年度予算額）
　委託料　  59,090千円
　その他　　 2,759千円

受益者負担 有
食の自立支援事業　1食当たり350円
受益者負担総額　12,683,300円（350円×36,493食）

根拠法令
・個別計画

老人福祉法、小牧市高齢者外出支援
サービス事業実施要綱等

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、どの
ような成果を期待す

るか）

様々なサービスにより在宅で生活する高齢者に支援を行うことで、住み慣
れた地域で安心して暮らすことができるようにする。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 19,483 22,076 25,196 28,173

計（A） 29,225 32,733 38,755 40,856

その他 9,742 10,657 13,559 12,683

予算額 38,314 33,395 35,733 40,553 61,849

対前年比 ― 12 18 5

1.5
その他職員（時給×時間） 2,199 2,230 2,271 2,271

正規職員（平均賃金） 7,486 7,486 7,486 7,486

正規職員 1 1 1 1

その他職員 1.5 1.5 1.5

事業費合計（C＝A＋B） 38,910 42,449 48,512 50,613

計（B） 9,685 9,716 9,757 9,757

人
件
費

1ページ



（３）業績

単位

1

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 9 展開方向 4

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

1,226 1,121 1,317

38,989

R4

成
果
指
標

外出支援サービス延
利用回数 回

― ― ― ― ―

1,087

食の自立支援延利
用配食数 食

― ― ― ― ―

27,921 30,483 39,984

活
動
指
標

外出支援サービス利
用者数 人

― ― ― ― ―

190 227 204 222

食の自立支援利用
者数 人

― ― ―

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 ― ― ―

― ―

267 298 370 372

―

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 ― ― ― ―

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

○高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう支援することがで
きた。
○介護が必要になっても住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、外
出支援サービス事業の利用券を現行12枚から24枚に拡充し、行き先を限定しな
い一般タクシーの初乗料金分の利用券を交付する新規の高齢者タクシー料金助
成事業により、高齢者の日常生活における外出支援及びその家族の負担軽減
を図った。

今後の実
施内容

○高齢者の人数は増加傾向であるため、高齢者生活支援事業を継続していく。

事務事業評
価による額
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